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鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　

現
在
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
西
日
本
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
家
き
ん
を
飼
育
し

て
い
る
方
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
予
防
に
は
、
次
の
よ

う
な
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

①
飼
育
施
設
や
そ
の
周
囲
を
清

潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

②
飼
育
施
設
に
は
、
野
鳥
や
野

生
動
物
が
侵
入
し
な
い
よ
う
に

金
網
や
ネ
ッ
ト
を
か
け
ま
し
ょ

う
。(

２
㌢
角
目
以
下
が
目
安
）

③
飼
育
施
設
に
入
る
時
は
、
専

用
の
服
や
、
は
き
物
を
身
に
着

け
ま
し
ょ
う
。

④
飼
育
場
所
の
出
入
口
に
、
踏

込
み
消
毒
槽
や
ア
ル
コ
ー
ル
ス

プ
レ
ー
等
を
備
え
て
、
足
も
と

や
手
指
の
消
毒
を
、
し
っ
か
り

と
行
い
ま
し
ょ
う
。
消
毒
薬
は
、

薬
局
・
薬
店
等
で
市
販
さ
れ
て

い
る
も
の
で
十
分
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

飼
育
し
て
い
る
家
き
ん
が
連

続
し
て
死
亡
す
る
な
ど
の
異
常

が
み
ら
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

家
畜
保
健
衛
生
所
か
獣
医
師
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

中
央
家
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保
健
衛
生
所
香
長
支
所
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風
し
ん
の
抗
体
検
査
お
よ
び

予
防
接
種

　

風
し
ん
の
予
防
接
種
は
予
防

接
種
法
に
基
づ
き
公
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
公
的

な
接
種
を
受
け
る
機
会
の
な
か

っ
た
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
男
性
は
、
風
し
ん
の
抗

体
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
対
象
の
方
に
抗
体
検

査
お
よ
び
予
防
接
種
の
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
こ
の
機
会
に
検
査
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

抗
体
検
査
の
結
果
、
予
防
接
種

が
必
要
な
方
は
全
額
公
費
で
接

種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
お
手
元

に
ク
ー
ポ
ン
券
が
な
い
場
合
は
、

再
度
、
交
付
を
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
介
護
支
援
課
親
子
す
こ
や

か
班
☎
52・

９
２
８
１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

　

肺
炎
は
、
わ
が
国
の
死
亡
原

因
の
第
５
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
成
人
の
肺
炎
の
う
ち
３

割
程
度
は
、
肺
炎
球
菌
が
原
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和

２
年
度
は
、
年
度
内
に
次
の
年

齢
に
達
す
る
方
で
、
過
去
に
高

齢
者
（
成
人
用
）
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
さ
れ
て
い
な
い

方
が
、
接
種
費
用
の
一
部
公
費

負
担
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
対

象
の
方
に
は
、
予
診
票
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
接
種

期
限
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
対
象
は
、

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
に

達
す
る
方
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
介
護
支
援
課
親
子
す
こ
や

か
班　
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林
業
退
職
金
共
済
制
度
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
は
昭
和
57
年
に
発
足
し

た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
に

そ  

の  

他

国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
が
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
林
業
界
全
体
の

退
職
金
制
度
で
す
。

・
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、

法
人
で
は
、
損
金
、
個
人
企
業

で
は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し

ま
す
。

・
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も

退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
。

【
事
業
主
の
方
へ
】

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ

て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従

事
者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き

は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す

る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は

本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
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１.償却資産の申告について
　償却資産とは、会社や個人で商店などを経営している方や、農業や不動産

等の事業を行っている方が、その事業のために所有している有形資産のこと

で、構築物、機械および装置、工具・器具・備品、車両および運搬具等です。

毎年１月１日現在で所有している償却資産がある場合には、地方税法第３８

３条の規定により、申告していただくことになっています。

　該当する償却資産のある会社および個人の方は、令和３年２月１日（月）

までに申告をお願いします。

　会社や個人事業主として太陽光発電設備を設置している場合は、売電・

非売電にかかわらず、償却資産の申告が必要です。住宅用に個人が設置し

た場合でも10ｋW以上の発電量で全量売電の場合は申告が必要です。

３.土地評価の特殊なケースでは申し出を！

　市では、土地の評価について固定資産税評価基準に

定められている適正な時価を求めることに努めていま

すが、市全域にわたる大量評価のため、次のような特

殊な事例では、対象地の価格形成要因全てを把握でき

ていないケースがあります。このため外観では把握で

きない価格形成要因は、固定資産の所有者による申し

出により、固定資産評価額に反映できる場合がありま

す。特殊な価格形成要因を持つ土地を所有されている

納税者の方はご連絡ください。

外観からは把握できない価格形成要因の例

・公法上（都市計画法、建築基準法、一部条例など）の

規制により、建築物の建築確認を得ることが困難な土

地（一部評価額に反映されているものもあります）。

・特別に災害の危険性が高い土地など。

■問い合わせ先

税務収納課固定資産税班☎５３－３１１６

２.新築・増築・取り壊し家屋の申告を！
　令和３年度固定資産税の課税にあたり、令和２年（１月～１２月）中に

新築・増築または取り壊した家屋や、用途を変更した家屋について、申告

の受付を行っています。適正課税のため、令和２年１２月末までに取り壊

した家屋については、令和２年度固定資産税納税通知書に添付されている

課税明細書を確認のうえ申告してください。

　なお、令和２年（１月～１２月）中に新築または増築された家屋を税務

収納課職員が調査した際に、取り壊しの確認ができている分の申告は必要

ありません。

固定資産税班からお知らせ

　現所有者に関する申告について

固定資産税は、土地や家屋の所有者とし

て登記簿または土地・家屋補充課税台帳に

登記・登録されている方に納めていただく

ものです。

　しかしながら、賦課期日（毎年1月1日）

前に所有者が死亡している場合には、賦課

期日に、その土地や家屋を所有している者

が、固定資産税の納税義務者となります。

通常は相続人がこれに該当します。

　該当の方は『現所有者に関する申告書』

の提出をお願いします。共有での相続や遺

産分割が完了していない場合は、現所有者

が複数になりますので、代表者を選んでい

ただきます。なお、遺産分割が完了するま

では、相続人全員の共有となり、その固定

資産税は相続人全員が連帯して納税義務を

負うことになります。

忘れていませんか？

太陽光発電設備の申告
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